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―これまでの研究内容を教えてください。

私のこれまでの研究を大別すると、
①高分子溶液の相平衡と相分離ダイナミクスに関する研究

②血液レオロジーおよび血漿タンパク質のゲル化現象の解析
③高分子のキャラクタリゼーション（熱平衡状態の分子物性研究）

④高分子の非平衡現象における不可逆的輸送現象の解析
⑤ソフトマテリアルの分子ダイナミクス解析
などとなるでしょうか。一言でいうと、「やわらかい物質の分子レベルでの性質を調べる」、ということです。

2005年に東海大学に入職してから現在まで、物理学科の八木原晋教授、新屋敷直木教授と誘電分光
グループの一員としてソフトマテリアルの分子ダイナミクス研究を行っています。水を含むソフトマテリアル（合成
高分子[文献1-7]、ゲル[文献8-11]、生体高分子など[文献12-16]、低分子混合溶液[文献17-19]、高分
子超薄膜分散液の分子物性研究を行ってきました。手法は、レーザ干渉法、光散乱法、小角X線散乱法、
熱分析、粘弾性測定、広帯域誘電分光法など、さまざまな手法を用いています。

物理学の対象としては複雑なシステムである多糖や核酸、タンパク質など生体高分子の構造と機能に関す
る基礎研究を、高分子物理学の手法や方法論を積極的に取り入れています。さらに物理学としてはかなり
挑戦的になりますが、受精卵の発生分化過程への物理学的刺激の影響を調べる研究、汚染水処理法の

開発、廃棄物リサイクルなどソフトマテルの基礎研究の知見をベースに、分子生物学的な研究や産業応用
を目指す研究も行っています。最近は、マイクロ・ナノ研究開発センターの先生方と協力して文理融合研究
に注力し、その成果を教育へ還元したいと考えています。

－マイクロ・ナノ研究開発センターでの活動について教えてください。

2014年から、文部科学省 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「高分子超薄膜から創成する次世
代医用技術」（東海大学 5年間）の採択を受けて、「マイクロ・ナノ研究開発センター」の設立と運営に携わ
り、東海大学の各学科各学部の先生達との共同研究を行ってきました。多くの出会いがあり、分野の枠を
超えた共同研究の難しさを知るとともに、その有効性や成功したときのインパクトを経験することが出来ました。

さまざまな専門の先生方とコミュケーションを取ると、新しい気付きがたくさんあり、またたいへん勉強になります。
時には難しくてついていけないこともあるのですが、それ自体が面白さでもあると感じられるようになりました。
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ソフトマテリアルの物理学的な普遍性と系に依存する多様性に魅せ
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高分子物理、熱力学、溶液論を専門とし、ソフトマテリアルを対象に平衡および非平衡状態での物性研
究に従事。
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―ベンチャー企業の代表をされているとうかがいました。

先にのべた私大戦略事業「高分子超薄膜から創成する次世代医用技術」の成果を社会還元するために
設立した東海大学発ベンチャー企業があります。医理工連携の体制で基礎から応用研究までを実施してき
たマイクロ・ナノ研究開発センターの成果の中に、高分子超薄膜のイメージングツールへの応用があります。こ
れは応用化学科の岡村先生が開発されたものですが、その引き合いの多さから、世界中の研究者にとって
新たな研究用ツールとして役に立つに違いないと思ったのです。

株式会社チューンという社名です。役員は私大戦略事業を一緒に行った8名の教員です。光学顕微鏡観
察をしている学生の皆さん、先生方、チェックしてみてください。
株式会社チューン： http://www.tune-tech.co.jp/

－社会に役立つイノベーションとは。

イノベーションを語れるほどの経験はありませんが、他分野の研究者とブレインストーミングすることで気づかさ
れることが本当に沢山あります。そこから立ち上げる共同研究テーマは、その遂行は簡単ではありませんがやり
がいはあります。その過程でビジネスマインドというか、自分がこれまでは気づいてはいなかったけれども、世の
中で困っている課題を解決できるということに気づくことができれば、それが実際に世間の役に立ちまた同時に
産業振興に繋がる可能性があるわけです。そういった意味では、産業界とも密接に連携する必要性があり、
それを実践する勇気を持つことが大切だと感じています。長く基礎研究ばかりやってきましたし、基礎研究は
もちろんおろそかにしてはいけませんが、マイクロ・ナノ研究開発センターでは、産官学連携の機会が多々ある
ことから多くの方とWIN-WINの関係を築きながらイノベーションを創出していきたいです。

－学生の皆さんへメッセージをお願いします。

東海大学は、昨今の世界的な大学ランキングで、日本の私立大学で３～７位に位置づけられることが多く、
これはすごいことだと思います。様々な指標によってランキングされるのでばらつきはありますが、国内約800あ
る私立大学の中で一桁をキープしています。研究活動が活発なことも要因の一つに違いありません。こういっ
た優れた研究環境や教授陣と一緒に研究できる機会を有効に活用して、自身の成長につなげて欲しいと
思います。
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